
地

球

妨

二
十
捌
容

な
我
利
で
あ
る
.こ
と
で
あ
る
､
銅
給

の
よ
い
の
ほ
勿
添
前
代
ま
で
i.あ

っ
て
'
茶
末
に
な
る
と
･'
耕
エ
な
ど
も
姫
は
な

い
や
う
に
速
師
し
て
は

い
け
な
い
0
本
沓
色
相
炎
他
に
立
派
な
も
の
も
あ
れ
ば
､
可
館
き
雌
妙

な
乱
刺
都
が
多

い
'
岬
に
美
術
n榊
と
し
て
L･
は
な
-
'
風
俗
他
州
を
見

る
の
衣
料
と
し
て
'
恐
ら
-
は
本
朝
は
江
湖

の
撒
迎
む
う
-
る
で
あ
ら

う
｡
(
藤
川
)

筋

五

批

肥

料

解

物

性
附
的

き

も

の

身
遭
荘
仰
晶

凹
0
0

蒜
'宋
(

171'ニ空

1二
､
〓
ハ五

一〇
'0
0
八tSt

本
邦
沸
袈
硫
入
日脚
立

七

八
砂

糖

･7回
､空
I

毛

糸

三
､
7(
四

石

淡

lO
t三宝

斗
杓
子
氷
晶
の
申
魔
法
瓶
を
含
む

詣

諸

州
聖

)

雑

報
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0
昭
和
九
年
度
の
日
本
貿
易

本
邦
茄

嬰

輪
川
向
晶
衷

モーー

千ノ
iPu-

llJl以
柿上

ノ
亡さq

称

級

物

人

造

納

轍

蛾メ

リ
ヤ

ス

陶

磁

詐

玩

具

′紬

政 審

履

物

*
相
子
及
製
.=IE

産

物

千
川

究

二
三
空

二
三
㌧
宍

四

空
､0
11火

宅
'≡
･?

竺
'八
宅

三
〇
.景
正

二
八
'
監
一

二
三
'宍
四

三
'
孟
四

一か
'監
四

二
./
望
.Itt

生

糸

磯

城

徹

純
触
川

食
料

品

車

輪

及

部

分

n
I
E

銭

製

品

毛

放

物

木

材

人

出

絹

糸

釈

郊

附

子

ラ
ン
プ
及
部
分
ぷ

千
m

天
六
'七
台
一

茸
､宅
七

き
'J:1.0
は

巽

､芙
九

重
'ニ
莫

完
'八
只

二
三
､空
菰

ll.1;'11一g,i

ニ
0
㌧歪
0

l也t
.fJ

ハ0

tkn
',共

焚
細
及
挫
鮒

錨機
械
及
部
分
品

宜
.

加
.

肥

料

′

歩

･E
動
祁
及
部
分
=州

鍋

千
蹴

窒

一､望
四

一空
'票
三

九
八
'0
二
二

空
'柴

(

望

､
lEO

GiO
､七
a(

三
二
'三
〇
二

二
八
'三
八
九

植
物
紙
緋
(柚
ヲ
除
ク
)云
'巽

一

魚

介

云
'二
八
〇

燐

鉄

石

二
コ
ハ七
七

錫

妄
'三
六

硫
恒
ア
ム
モ
JJ
ヤ

三
､八
0
4rt

ア
ル
､､､
こ
ウ
ム

三
'五
黄

羊

毛

疏ゴ
ム
及

樹
脂

祈

淡

秋
川
パ
ル
プ

木

材

飼

料

i採

油

脱

料

鈴皮

革

食

無

淵

紙

糸

紙

類

千
胤

天
六
､
監
査

二
言
､0
真

空
'九
金

男
'
7<
二

四
紳
'ニ
慧

田
O
､
t八
三

≡
'宅
四

二七
'八皇

こ
き

克
也

石
'九
O
T]]

一雲

三
.rO

蒜
'仝
れ

11]1'ニ
聖

二
､究
ニ

合
計
換
卦
三
億
九
千
七
首
八
十
前
非

の
輸
入
に
封
し
て
三
位
七
千
七

甘
十
祇
非

の
輪
川
と
な
り
､
二
千
舵
非

の
職
人
超
過
と
な
っ
た
｡
同
年

英
樹
の
輸
入
は
二
十
位
五
千
入
官
祇

一
千
非
､
輸
川
十

一
位
九
千
衝
三



十
弗
､
凡
そ
十
億
弗
の
故
人
超
過
で
あ
る
､
合
教
団
は
同
年
概
S
十
二

億
五
千
三
宵
二
十
溺
抑
'
輸
入
九
億
七
千
四
甘
八
十
鵜
弗
愉
出
超
過
は

略
ぽ
こ
位
四
千
祇
弗
で
あ
る
'
粕
辿
で
も
的
川
九
位
七
千
九
甘
五
十
純

弗
'
輸
入
十
倍
四
千
大
官
五
十
鵜
弗
で

l
倍
弗
の
輸
入
超
過
で
あ
る
､

仰
陶
は
輪
的
六
億
九
千
入
官
七
十
拭
非
､
猿
人
九
億
〇
三
甘
五
十
祇
非

で
二
倍
鵜
非
の
輸
入
超
過
を

亦
め
し
た
'
日
本
の
丑

易
も
抑
逝
し
た
と

は

い
ひ
な
が
ら
こ
れ
を
英
米
猟
仰
の
北
進
閥
に
比
べ
る
と
､
其
貿
易
桝

は
逸
か
に
少

い
､
も
つ
と
き
ば
ら
な
-
て
は
な
ら
ぬ
｡

日
本
の
御
称
藩
邸
も
輸
出
国
で
､

1
千
前
脚
以
上
の

を
於
う
と
､
節

一
浦
洲
地
位
刷
米
図
三
位
九
千
八
甘
前
脚
を
叔
揃
と
し
共
飯
印
腔

･
価

額
印
旋
･中
郡
托
図
(
一
億

一
千
七
甘
鵜
桝
で
餅
五
位
)
'
つ
ぎ
は
英
樹
･

竣
及
･
絞
洲
聯
邦
･海
峡
地
域
地
･
仰
図
･
と
リ
ツ
ビ
ン
･
帝
継
･
南
阿
聯
邦

(
約
三
千
祇
榊
で
節
十
三
位
)
､
追
加
･
ケ
ミ
ヤ
･
ウ
ガ
ン
ダ
及
タ
ン
ガ

,I

イ
カ
･
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
･
セ
イ

ロ
ン
･
弼
進

(
約
二
千
苅
脚
で

十

八
位
)
､

仰
鏡

モ
ロ
ッ
コ
･
利
閉
･
イ
ラ
ク
(

一千
七
甘
珊
囲
節
二
十

一
位
)
､
シ
リ

ア
(
一
千
甘
粥
例
解
二
十
二
位
)
'
防
御
ア
ジ
ア
(
同

一
千
甘
耽
例
解
二
十

二
位
)
の
枇
序
で
あ
り
､
玖
鴨
･仰
大
利
･
ス
-
〆
ン
･
ア
デ
ン
こ
れ
に
つ

ぐ
､
即
ち
日
本
品
は
如
拙
は
勿
諭
ア
ジ
ヤ
全
勝
'
ア
フ
-
カ
(～:恐
､
南

米
各
地

へ
逃
出
し
た
'
瞬
人
で
は
輸
出
と
凡
そ
柵
殺

す
る
が
故
洲
か
ら

串
毛
二
倍
陛
'
狗
進
か
ら
磯
城

.I
位
二
千
前
糾
､
蕗
餌
ア
ジ
ア
か
ら
三

千
代
陶
.
ヵ
ナ
ダ
か
ら
木
材
六
千
二
甘
満
帆
'
瑞
兆
か
ら
蛾
で
こ
干
満

脚
'
ノ
ル
ウ

ェ
ー
か
ら
千
五
甘
鞘
桝
'
伽
御
印
鑑
支
部
な
ど
の
輸
入
が
あ

る
｡

こ
れ
ら
は
す
べ
て
片
貿
易
で
あ
っ
て
日
本
か
ら
の
恥
入
を
附
止
し

離

郷

て
も
日
本

(
n川
物
を
凝
う
こ
と
に
な
･つ
て
ゐ
る
が
'
こ
れ
は
･畔
地
非
に

慣
盃
に
考
鼎
し
な
-
て
は
な
ら
ぬ
､
碑
ど
輸
入
な
-
し
て
日
本
品
を
多
.

-
.ntA
う
陶

々
総
イ
ラ
ク
･
シ
リ
ア
･
玖
焔

･
ア
デ
ン
･
コ
ロ
ン
ビ
ア
･
モ
ザ

ン
ビ
ク
･
ハ
イ
チ
･
｡ハ
レ
ス
タ
イ
ン
･
布
嵯
･
パ
ナ
マ
･
ソ

マ
-
ラ
ン
ド
･
メ

キ
シ
コ
,
ジ
ャ
マ
イ
カ
.
モ
ロ
ッ
r]
･
こ
ジ

エ
-
ヤ
･
サ
ル
が
7
ド
ル
･
グ

ワ
テ
マ
ラ
等
で
あ
る
郷
は
少
い
け
れ
ど
も
故
は
多

い
0
日
本

へ
は
輸
出

し
て
も
於
ど
何
も
選
っ
て
-
れ
ぬ
所
は
英
領
ボ
ル
ネ
オ

(
石
油
?
)
･
瑞

四

(
時
計
､
千
溌
刷
以
上
)
･
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
三
ケ
図
で
あ
る
｡
地
球

を
教

へ
る
人
々
は
あ
ま
り
政
雄
巴
や
北
米
な
ど
に
カ
を
い
れ
す
ぎ
な

い

や
う
に
御
斬
ひ
す
る
と
体
言
し
て
ゐ
る
｡

○

挟

西

省

の
物

産

周
泰
以
徒
席
代
帝
都
の
あ
っ
た
伊
で
離
中
の

餌と
弧
と
は
以
て
大
下
に
縦
令
し
た
倣
内
で
あ
っ
た
に
も
不
純
中
世
以

後
仝
-
振
は
ず
こ
と
に
氏
図
十
五
年

よ
り
十
八
'
九
坤
に
至
る
間
兵
郎

卑
災
粕
つ
い
で
起
り
､
人
口
輯
少
余
-
柑
み
る
も
の
な
き
に
重
っ
た
'

け
れ
ど
も
之
を
什
柵
に
鮎
検
す
れ
ば
榊
凍
さ
れ
る
べ
き
物
産
は
多

い
､

何
と
い
っ
て
も
昔
は
六
閑
合
従
し
胸
を
仰

い
で
之
を
攻
め
て
も
'
勝
て

な
か
っ
た
と
こ
ろ
､
今
日
で
も
依
田
省
中
で
捌
叫
と
決
吋
の
両
盆
地
は

土
地
肥
沃
で
'
崖
林
産
に
と
み
'
跳
北
は
地
軌
-
人
称
な
る
も
石
的

･

毛
皮
等
共
産
は
多

い
｡

民
的
二
十
二
叫
の
訓
速
に
よ
る
と
小
歩
が
隆
産
の
甘
位
全
勝
の
凹
十

八
%
親
甘
三
十
祇
億
石
､
次
が
豆
･
大
歩
･稀
及
び
雛
頻
で
百
三
十
億
布

石
'
南
郷
(淡
巾
)
の
杏
米
と
紫
米
は
味
が
よ
い
'
長
かjfh立
-;
鉄
の
軌
米

は
煮
る
と
三
倍
に
膨
脹
す
る
と
い
ほ
れ
て
'
局
部
的
に
良
品
妹
が
迫
存

..LO
l

七
九



JmJ

筋
二
十
四
谷

し
て
ゐ
る
｡

同
叫
新
和
の
恥
川
は
仝
耕
地
の
九
%
で
三
十
七
僻
に
跨
り
同
年
牧
柚

甘
四
十
鞘
%
:
に
漣
し
た
'
給
水
結
滞
は
挫
水
絵
梓
よ
り
も
土
地
が
哩

tI

て
ゐ
る
か
ら
仙
月
給
娼
菓
完
成
し
､
阿
片

の
栽
培
紫
粧
さ
れ
た
な
ら
ば

股
座
巾
約
兆
は
火
に
将
加
す
る
で
あ
ら
う
､
し
か
し
省
内

1
の
絡
舷
だ

も
な
い
'
土
非
も
ま
づ

い
か
ら
外
貸
柵
和
を
輸
入
し
て
ゐ
る
に
止
ま
る
'

林
産
は
撃

苧

桃
碁

･
利
鞘
等

の
果
樹

の
外
*
･
軸
･
檎
･
榊
･
胡
桃
等

の

木
が
あ
る
､
本
朝
と

巴
山
に
座
し
特
産

の
路
か
ら
布
咋
捺
十
拭
斤
十
三

鵜
倣
元
を
川
す
､
水
耕
の
庫
と
合
せ
て
二
十
軍

刀
を
こ
え
る
,
各
地
の

森
林
か
ら
木
耳
が
で
る
､食
料
の
任
日脚
で
､在
中
百
五
十
詫
斤
･
木
耳
前

は
和
木
に
地
じ
禍
朋
㌻

出
色
と
が
あ
る
､
純
椎

の
方
法
は
木
を
き
っ
て

段
を
倍
L
H
擬
に
粧
い
て
肥
料
は
施
さ
な
い
'

一
年
で
舶
耳
､
三
叫
で

止
ま
る
､
再
産
は
紅
米
色
で
柾
花
の
番
が
で
る
か
ら
'柾
北
耳
と
い
ふ
､

果
耳
よ
り
も
些
向
し
､
巣
耳
雄
じ
て
白
色
と
な
る
紘
鎚
耳
と

い
ふ
'
布

け
数
十
元
の
識
佃
で
あ
る
∪

快
南
洋
江

一
肝
に
巻
鑑
を
銭
す
も
の
も
あ
る
又
脚
中
で
も
長
堤
附
近

に
之
吏
付
ひ
秘
中
八
十
些

-R
を
座
し
て
ゐ
る
'
銀
座
の
鈴

1
に
あ
ぐ
べ

き
は
石
2;--1
で
あ
る
､
銑
拓
の
延
長
は
氷
河
河
畔
の
侵
略
米
脂
を
北
に
し

て
中
火
部
の
個
施
･
巾
部
工
此
滑
の
脊
髄
に
延
び
'
洲
泉
の
地
役
し
て
助

川
し
て
以
水
比
に
也
五
十
年
に
及
ぶ
'
多
-
は
石
倉
よ
り
統
目
し
､或
は

溝
底
河
滋
か
ら
水
師
に
沙
挿
す
'
資
本
少
-
機
械
努
芯
で
末
だ
放
苑
が

な

い
'
民
国
十
六
叫
に
月
平
均
七
､
二
C
O
斤
'
二
十
年
庇
九
'
三
八
五
斤

二
十
二
年
に
は
減
じ
て
六
'
〇
九
八
斤
で
あ
っ
た
'

故
に
国
防
淡
計
番

妨
五
紙

寧

1

八

〇

月
骨
で
新
に
須
木
十
些

Ⅷ
で
細
馨
し
始
め
た
前
金
有
望
と
い
ほ
れ
る
､

本
坤
に
な
っ
て
拭
族
称
某
を
地
場
し
､
成
輸
公
路
を
修
築
L
t
井
蛙
新

和

の
｡-
部
将
に
遭
せ
し
め
て
､
交
劫
の
位
を
は
か
つ
た
か
ら
･
肺
炎
大

規
模
の
2桝は
臓
を
設
計
し
た
な
ら
ば
其
効
幣
-
べ
き
も
の
が
あ
ら
う
･
石

淡
も
亦
各
地
に
多
-
砕
城
同
骨
の
産
を
政
良
の
触
轡

次
と
し
栄
河
の
水

逆
で
迎
び
得
ら
れ
る
'
蛾
銀
は
藍
川
･
鉄
管

舛
牒
∴
瓜
破
･
枠
城
,発
効
.

安
灰

･
尉
喝
韓
に
産
糾
し
供
安
鎖
洞
醇
(駐
中
)
の
も
の
叔
良
で
山
は
数

十
盟
の
延
長
が
あ
る
'政
市
は
塊
継
で
士
人
が
開
潔
し
､煉
盤
が
あ
っ
て

熟
蚊
臼
康

千
億
斤
と
糾
す
る
､
こ
の
外
藍
川
の
雪

洞
掛
の
鍛
鋼
,
南

郷
の
砂
金
､頂
僻
の
石
綿
､
森
厳

の
劾
軍

略
腹
水
及
嘉
魚
石
､
勝
解
放

熊
耳
山
の
鎚
助
､
曙
山
の
碧
玉
･
水
晶
'
同
官

の
磁
軸
陶
土
､
南
嫌
の
化

石
等
故

へ
氷
れ
汝

限
り
が
な
い
が
'
い
づ
れ
も
的
韓
さ
れ
て
み
な

い
｡

牌
じ
て
隣
北
の
毛
皮
を
み
る
と
大
鼓
の
鍵
盤
紫
が
岬
心
で
'
洛
水
の

哉
河
に
骨
す
る
附
近
の
同
州
櫛
で
､
西
北
の
辛
皮
が
す
べ
て
こ
･J
に
熱

中
'
中
産
十
鵜
牧
'
七
'
八
十
琴

ti
に
上
る
'
虎
･豹
･
独
･
狐
等
の
毛
皮
'

鵜
粒
等
も
t取
引
さ
れ
て
七
華

北
に
上
り
､長
安
で
の
皮
革
･
皮
牲
･
皮

轡

･

'
i

e
鞍
の
磯
進
も
立
野

光
の
年
産
が
あ
る
'
各
仙
各
地
で
料
地
･
彩
屯
･裁

紙
頓
･
毛
口
袋
の
土
人
発
が
あ
っ
て
十
四
㌧
五
率

先
を
産
す
る
､
い
づ
れ

も
北
平

･
天
沖
に
出
荷
し
た
も
の
だ
が
闘
外

(
の
輸
出
甘
草

ur,
と
榊
す

る
｡
但
し
九
､
一
八
番
鍵
以
後
仝
-
萎
縮
し
た
o

供
北
の
鈍
供
と
地
盤
は
内
毅
と
軌
似
し
､
朋
淡
以
水
の
牧
畜
の
慣
で

あ
る
が
現
今
は
非
常
に
不
足
し
て
牛
.･
格
･
錐
を
曾
し
て
二
十
二
濁
流
内

外
に
凝
威
し
て
ゐ
る
､
こ
の
地
方
は
.L

櫛
教
官
方
盟
で
人
口
は
三
端
乃
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概
に
池
ぎ
な

い
､
し
か
し
挑
繭
の
淡
水
地
方
は
物
産
(E=
庶
に
し
て

江
南
叉
は
a
i
P
T
川
に
比
す
べ
き
で
あ
る
'
し
か
し
米
地
も
多

い
か
ら
滑
水

鯵
代
数
光
を
す
べ
き
だ
が
石
淡
･
銭
･
石
油
等
の
閑
淀
に
し
て
も
妨

7
に

政
治
の
改
番
と
変
速
の
改
良
に
伴
っ
て
喪
本
の
斗
人
を
節

.I
と
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
､
い
づ
れ
に
し
て
も
北
支
関
数
を
誹
る
人
々
に
射
し
て

挑
四
の
こ
れ
ら
の
鉱
産
は
肺
に
食
指
を
却
か
す
に
足
る
で
あ
ら
う
(
港
)

○
鹿

某

省

の
経

済

特

選

燐
光
省
の
緩
肺
は
･
:3
射
線
淡
と
雅

僑と
の
捌
係
'
番
地

の
好
的
W
と
い
ふ
三
割
か
ら
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

･3
村
は
支
淋

で

政
も
早
-
幌
洲
列
脚
の
紐
肺
的
侵
入
を

つ
け
た
所
で
桝

･.5
紬
所
が

い
ち
は
や
-
入
っ
て
批
折
の
現
代
化
に
遊
ん
だ
､
そ
こ
で
氷

水

の
鹿
比
純
米
は
次
節
に
打
撃
を
う
け
'
日
常
必
部
nM
は
曾
て
は
余
部

･日
給
･JE
足
で
あ
っ
た
の
に
'
牧
水
で
は
す
べ
て
他
州クー
を
愉
快
t
･く
さ
九
.

収
入
減
少
文
化
村
加
の
傾
向
を
人
に
L
t
妙
ひ
吊
利
発
に
剖
す
る
現
金

裾
礎
が
起
り
.'
土
地
を
桁
保
と
七
て
依

っ
た
の
で
土
地

は
盆
に
商
人
と

哩

:ii
の
手
中
に
櫛
L
t
H
T
伯
仲
比
は
灸
=3
家
の
三
〇
%
､
自
作
銀
小

作
二
悦
%
､
純
小
作
鹿
四
六
%
､
き
う
し
て
地
立
は
肋
火
省
民
会
牌
の

こ
乃
至

二
%
で
あ
る
'
そ
の
併
有
耕
地
は
三
五
W
川
､
小
:3
は
八
〇
%
で

北
平
均
耕
地
而
机
は
紙
弼
糊

の
三
%
に
過
ぎ
な

い
､
収
碓
柘
に
地
･1X
は

収
経
の
四
〇
乃
至
六
〇
%
を
雑
付
し
'
･:･4
鞭
錦
榊
と
い
っ
て
貸
雅
で
支

排
ふ
の
も
あ
る
､
政
余
は

一
畝
草
光
か
ら
五
十
元
も
川
き
ね
ば
な
ら
な

い
､
小
作
料
が
揃

い
の
み
で
な
-
､
高
利
兜
も
中
々
き
つ
い
も
の
で
九

川
十
三
櫛
と
い
､㌫
=

.
さ

(
あ
る
､

二
光
を
借
り
る

4.
日
の
利
が

山
朔
即

ち

IL
割
で
'
滋
臼
が
期
限
だ
と
い
ふ
'
穀
物
納
入
や
部
局
の
貧
iiiJ
制
雅
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#

も
越
し
-
､
･?
て
米
屋
か
ら
償

っ
て
､
宰
光
来
排
に
し
て
わ

い
て
二
十

.I
年
後
元
利
合
計
六
官
僚
元
は
な
つ
た
と
い
ふ
祐
さ

へ
あ
る
'
加
ふ
に

政
肘
の
株
求
と
い
ふ
も
の
も
多

い
'
そ
こ
で
虚
民
は
叔
後

の
手
段
と
し

て
輩
を
射
り
､
子
を
労
り
'
遂
に
村
を
離
れ
て
韓
僑
と
な
る
､
臆
弧
の

戸
数
五
首
四
十
五
鵜
九
千
戸
の
中
'
段
戸
三
甘
五
十
鵜
に
達
し
な
い
'粗

放

の
六
三
･
七
%
'
こ
れ
を
山
東
や
江
練
の
鹿
戸
七
'
八
〇
%
に
比
べ
て

叩
成
り
の
差
が
あ
る
'
そ
こ
で
梅
外
川
稼
篠
年
年
､六
十
鵜
に
漣
す
る
.

畔
倍
は
か
-
て
威
光
か
ら
頼
洋

(
糾
て
ゆ
く

ま
那
は
伯
牡
似
非
七

十
舛
封
外
貿
易
は
稔
ど
椀
入

超過
で
あ
る
が
之
を
縦
桁
L
に
す
る
の
は

郷
倍

の
遊
金
で
あ
っ
て

i
九
三

-[
咋
二
倍
五
千
些

光
に
適
し
た
､
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九

三
三
年
は

一
億
八
千
野

花
に
織
じ
輸
入
地
温
は
七
倍
元
と
糾
さ
れ
て
支

那
の
経
済
非
の
兆
滋
が
朋
し
た
､
勿
清
文
郷
の
梶
川
人

の
維
計
は
あ
て

に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
粥
備
迭
余
が
刈
少
す
れ
ば
､
鎚
で
玄
排
は
ね

ば
な
ら
な

い
か
ら
文
郷
肝
政
は
大
な
る
糾
卸
に
迫
週
す
る
の
で
あ
る
粥

倍
の
海
外
人
血
は
大
数
七
甘
五
十
鵜
そ
の
う
ち
艇
氷
人
は
凡
六
首
偶
人

に
姓
す
る
'

一
九
三

.)
咋
以
後
失
黙
し
た
郷
倍
の
解
繊
が
著
し
-

1
術

滋
千
人
に
も
注
し
た
の
で
そ
の
封
難
解
救
済
磯
脚
が
川
水
た
程
で
あ
る

そ
こ
で
汲
姓
的
軒
は
非
常
な
不
況
に
陥

っ
た
'
日
袋
排
斥
を
し
た
1
め

に
邸
僻
は
祭
る
品
物
が
な
-
な
っ
て
か
や
う
な
破
日
に
な
っ
た
と
い
ふ

曲
後
に
香
港
は
南
支
封
易
の
中
心
で
'
こ
1
に
英
開
発
本
と
し
て
離

5
'鈍
行
が
本
情
を
布
し
紙
幣
準

付
一
位
五
千
倍

掬
弗
に
適
し
決
･:.i化
的
に

浦
波
の
線
溶
を
拳
中
に
収
め

fL
岱
沈
千
鶴
の
小

11
位
二
千
裾
非
は
香
港

に
紙
慈
し
'
三
千
掲
弗
は
両
支
部
給
梓
に
純
血
し
て
む
る
'病
父
各
省
及

･lLJ
両
方
閃
ま
で
も
秋
雄
鎚
歩
は
統
池
川
附
で
､
燐
火
肪
柑
で
は
や
1
掛

買
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二
十
関
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つ
た
牧
別
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す
べ
て
脊
淋
沖
で
計
耕
さ
れ
る
と
い
ふ
次
節
で
'
南
淡
に
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け
る
英
蛸
の
金
融
支
配
と

い
ふ
も
の
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呼
に
紋
日
す
べ
き
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あ

る
0
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国
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産
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に
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農
韓
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中
の
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め
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二
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去
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石
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六
見

好
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籾
然
叫
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塊
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ゐ
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一
九
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川
坤
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榔
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梅
里
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千
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甘
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瓦
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磯
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榊
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れ
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潜
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